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人文学部 [地域課題の総合的探求プログラム]について
茨城大学人文学部では、2012(平成24)年度から、[地域課題の総

合的探求プログラム]を設置しました。これは、各学生が、学部・学

科・コース・ゼミで自らの専門分野を学ぶのと並行して受講する力

リキュラムで、「専門的な知見に基づき、総合的な判断のできる地域

リーダーを育てる」目的で開講するものです。このプログラムを履

修する学生は、関連の科目や、自らの専門分野の科目のほかに、プロ

グラムの必修科目として、下記の授業を受講します。

1年次   「地域課題入門」

2年次後期 「地域課題特論 :A」

3年次前期 「地域課題特論 ::A」

3年次後期 「地域課題演習」

4年次前期 「地域課題研究」

2013年度には、1年次生向け「地域課題入門」と、2年次後期「地域

課題特論 IA」が開請され、本プログラムの1期生約30名が履修を進

めています。2014年度には、1年次。2年次向け科目とともに、3年次前

期。後期の科目がスタートし、2015年度に最初の「プログラム履修

生」を送り出すことになります。

本プログラムの特徴は、「地域の課題に関心を持つた学生たちが

グループを作り、それぞれが専門に学んでいる知見を持ち寄つて、

その課題を総合的に探求する。地域に飛び込み、地域の人から学び、

地域を動かす課題発見・解決力を身につける」ところにあります。そ

のため、地域の方たちに、さまざまな形でお世話になつています。

「地域課題入門」では、茨城県庁と常陸大宮市で、実習をさせていた

だいています。「地域課題特論 IA」は、茨城県の全面的な協力のもと、

県庁の職員の方たちに授業の企画をお願いし、講師をつとめていただ

いています。また、明 題特論‖A」は、NPOや市民団体等で、地域

での活動に取り組まれている市民の方たちが講師となつて、学生たち

を指導してくださいます。

1年次「地域課題入門」
1年次生向け疇 題入門」は、教養科目・総合科目の集中講義とし

て、常陸大宮市の協力の下、毎年、開請してきましたが、2012年度から

は、人文学部[地域課題の総合的探求プログラム]の導入科日として位

置づけられるようになり、常陸大宮市とともに、茨城県庁にも協力いた

だくようになりました。

2013年度は、1年次生%名、2年次生2名、作 次生2名の、訃ω名の学

生が受講し、以下の内容で行われました。

1日 目 2013年9月25日

ガイダンス、大学での講義〔丼虫 愈、小原、西勁

2日目 2013年9月26日

茨城県庁での授業  (A～」班 603)
3日目 201ダ手9月27日

常陸大宮市での授業1(A～ J班 603)
4日目 2013年 9月28日

常陸大宮市で-2-1(A・ B・ ⊂・D・ E班 30嘔 )

5日 目 2013年9月29日

常陸大宮市での授業2-2(F・ GoH・ 卜J班 30嘔 )

2日目は、茨城県にお世話になり、県庁内「いばキラTV」スタジオや

防災センター、県警本部等の見学。研修、ならびに、本学卒業の県庁職

員の方たちに講義をしていただきました。企画課、広報広聴課をはじ

め、関係各部のみなさまに感謝いたします。3日目、および4日日と5日目

は、常陸大宮市と茨城大学の地域連携協定に基づく「常陸大宮キャン

パス」として、常陸大宮市のこ協力のもとで、実施しました 3日目は、軟

常陸大宮駅前のコミュニティカフェ。バンホフを見学させていただい

たあと、午前中、舞台組み立て中の、噛 塩子の回り舞台」会場で説明を

うかがい、舞台の板を運ぶお手伝い。お昼は、保存会のみなさまが、お

いしい塩田のお米のおにぎりを振る舞つてくださいました。午後は、

「常陸大宮市まちづくリネットワーク」に参加されている、各地域の団

体J盛金WAC協議会」、「フロイデDAN」、「常陸大宮FB会」、「子育て

支援ネスト」、そして、「西塩子の回り舞台保存会」の方たちが集まつて

くださり、常陸大宮市でのまちづくりについてお話をうかがつたあと、

学生たちの各班とワークショップを行いました。4日日と5日日は、学生

たちが5班ずつに分かれて、常陸大宮市の伝統産業である「西の内和

紬 の紙漉き体験と、伝統産業・伝統文化に関するワークショップを行

いました。紙漉き職人の菊池三千春さん、常陸大宮市歴史民俗資料館

の石井聖子さんにご指導をいただきました。

茨城県庁、常陸大宮市の、さまざまな方たちにお世話になりました。

みなさま、本当にありがとうございました。



「lt域課題入間 の授業でIよ 嚇 県庁での授蜘 と囃 大宮市での授判 を受けた後 以下の つの課題に対して、全受講生がそれぞれレポートを執筆しました以下にその一部を掲載しま丸●レポート課題11魏 政の課題について」あなたは茨城県政の最大の課題を何だと考えま眈 か。その課題について、そう考えた理由を叡吹まとめなさし、●レポート課題21鷲臨子の回り舞台lfZ存会)」「常陸大宮市まちづくリネットワーク」「盛金W臨 議会」「フロイデDAN」1漑 宮Fぬュ「子育て支援ネスト」、そして鴨 プロジェクト」の中から1つを選a町願脚明駒、吻なたが考える今後の展開の可袖 、喝なたならどのように関わつていくか」について、書いて下さい。

レポ…卜課題 1「茨城に人を集めるには7」 1年 NoY

今回の講義を通して、県職員の方々や、常陸大宮市の方にたくさんのお話を聞くこ
とができ、今まで深く考えていなかった茨城県の問題や、現状などを知ることができ
ました。茨城県は、都市に近いこともあり、若い人たちが県外に流れていく傾向が強
く、高齢化が進んでいます。買い物をするにも、就職をするにも県外に行く人が多い
のが現状です。また、茨城県には県外からのたくさんのひとを呼び込む場所や、イベ
ントなどが少ないと思います。そのため、県外からの人を茨城県に滞在させることが
できません。そこで、私が考える茨城県の最大の課題は、「茨城県に人を集めるために
はどうすればよいかJです。

私が、茨城県に人を集めることが茨城県政の最大の課題だと考えた理由は2つあります。
一つ目は、茨城県の魅力の一つである農業の存続のためです。茨城県は農業産出

額が4,097億 円と全国で北海道に続き第2位についています。また、総農家数も約10

万3000戸で、長野に続き第2位です。茨城県は、面積が6′ 09572師で全国第24位です
が、平坦であるために可住地面積は、約3′982k`と 全国4位の広さを持っています。ま
た、茨城県には、利根川、久慈川、那珂川などの川が流れ、さらに日本で2番 目に大き
な霞ケ浦があります。そのため、川。湖の沿岸部では水田地帯となつて米作りが行わ
れ、台地では、畑作、果樹栽培が盛んです。農産物の中でも、全国で第1位の産出額に
なるものが多くあり茨城県は全国有数の農業県だといえると思います。しかし、茨
城県でも少子高齢化がすすみ、年々農家数が減り、農業に携わる人たちも高齢化し
てきています。農業は全国で上位に入ることができる茨城県の最大の魅力だと思い
ます。この魅力をさらに発展させ伸ばして行くためにはたくさんの人の力が必要だ
と考えます。

二つ目は、茨城県の経済をさらに活性化させ、多くのひとに茨城県の魅力を知つて
もらいたいからです。「茨城県は、県民の人でさえあまり茨城の魅力を言うことがで
きないほど、インパクトのある魅力がない。」と県職員の方が言つていたことが、私に
はとても印象に残りました。茨城の魅力は?と間かれてたくさんの魅力を言うこと
ができないので、その言葉に共感がもてました。そして、インパクトのある魅力がな
いことをとても残念に思いました。そこで、私は県外の方からの意見が必要だと考え
ました。身近にあるからこそ気づくことが難しい茨城の魅力を外の視点から見るこ

とが大切だと思います。そのためにも、茨城に人を集める必要があると考えます。
そして、私が考えた茨城に人を集める方法は、県民を茨城に留まらせるための案

と、県外の人を茨城県に呼び込む案の2つです。

まず、1つ 目の県民を茨城にとどまらせるための案は、地域ごとに政策などで工夫を
することが必要だと思います。たとえば、子育て支援や、医療費の免除などです。地域
ごとに行うことで、その地域に本当に必要な保障を行うことができると思います。茨
城県でも、すでに小学1年生へのランドセルの支給が鹿島市で、医療費の助成制度が
神栖市で行われており、このような工夫がされた政策のある地域は比較的人気のあ
る地域になつています。このような地域ごとの政策をさらにその地域に根ざした形で
進めていくことで茨城にずつと住み続けたいと思う人が増えるのではないかと思い

ます。

また、地域の人々のつながりを強くすることが大切だと思います。例えば、地域ご
とに定期的に集まる機会を作り、高齢者と子供たちのふれあいの場を設ける、フリー

マーケットなどを開催し地域の活性化につながる活動を増やすこと、などです。地域
の人たちどうしでつながりが生まれると、その地域のためにみんなで協力して行動
する機会が生まれます。地域の活性化に住民自らが行動、協力するようになり、発展
していけばそこに住み続けたいと思う人が増えると思います。

次に、県外の人を茨城に集めるためには、交通整備が必要だと思います。今回の講
義でも茨城県の公共交通は年々減少しているという問題が議題にあがりました。茨
城県は、自動車の保有台数が全国で4位と、公共交通よりも自動車を利用する人が多
いため、公共交通の利用客が減り、減少が進んでいます。しかし、県外から茨城に人を

集めるには、都内などから来る人のように、車を持つていない人でも茨城で不便に感
じないようにしなくてはいけません。例えば、連体には観光地へのバスの本数を増や
したり、イベントなどへの無料送迎を行つたりすることが必要だと思います。また、
電車の本数を増やすことや、料金の値下げなども今後の課題です。茨城県で公共交
通がさらに発展すると、環境問題の改善につながり、茨城県民にとっても高齢者や車
を持つていない人たちの役に立ちます。そのため、茨城県で、公共交通の利用を推進
するイベントなどを行うのがいいのではないかと考えます。

例えば、期間を決めてバスの本数を増やし、電車の料金を下げます。さらに公共交
通を利用した人には茨城県内で使える地域通貨などを支給します。また、ガソリンの

値上げを行い、公共交通を利用する人が増えるようにします。このようなイベントを

実験的に実施し、茨城県でどこまで公共交通を発展させるべきか考える材料にする
ことがいいと思います。

県外から人を集めるもうひとつの方法は、農業を生かしたイベントを若い人でも
興味がわくようなものにし、私たちのような大学生などを広く集めるというもので
す。先にも述べたように、茨城で誇れるものの1つとして農業は欠かせないものだと
思います。さらに今後も発展し続けていくようにすることが重要です。そこで、県外

から来た人に、茨城の農業の良さを茨城で体感してもらうイベントが必要だと考え
ます。具体的には、茨城県内の地域による「B級グルメ・ご当地グルメJのイベントを季
節ごとに行い、それとともに農業体験ができるようにします。茨城県のB級 グルメで
若い人をひきつけ、さらに農業体験もしてもらおうというものです。季節によって旬
のものの農業体験ができるようにし、B級グルメを地元の人たちといっしょに作る体
験などもできれば、さらに充実したイベントになるのではないかと思います。

このような体験を通して、茨城の農業の魅力を感じてもらい、リピーターとして、
今後も茨城の農作物を購入してもらう、農業の楽しさなどを知つて、茨城県で農業を
始める人が増えるようにするといいのではないかと思います。
今回の講義は、茨城県に若い人たちが増え、活気のある県にするために、私たち大

学生に何ができるのかと大いに考えさせられました。
県庁の方や、常陸大宮の方と接することで、今、茨城県が抱えている問題をとても

身近なものに感じることができたいい機会だったと思います。今後も茨城県が住み
よいところになるように、私たちのできるところから努力していきたいと思います。

【参考文献】
・統計キッズー茨城― http:〃www prettbarattjp/toke′kds/nogyo/
・「茨城のご案内」 茨城県広報広聴課 県民情報センター

レポート課題2「回り舞台～人と人とのつながり～」 1年 K.K

私はテーマの中から「西塩子の回り舞台《呆存会泊を選択した。
1西塩子の回り舞台」は江戸時代後期にはすでに存在していて、もともとは人形浄瑠璃の
舞台だった。後に買芝居による歌舞伎が行われるようになつた。回り舞台は、1945年秋以
来組み立てが中止されていたが、1991年 の調査で江戸時代後期の道具や資料を具えた
貴重な文化財であることが確認され1994年に「西塩子回り舞台保存会」が結成された。
さまざまな協議の後、1997年に半世紀ぶりに復活した。組み立ての際には真竹約300本

を山から伐り出して来て屋根にし、1か月ほどかけて約20メートルの舞台を組んでいく。
2008年には地域住民が力を合わせて伝統文化を復活させたとして、「伝統文化の華やか
さと共に、地域社会の潜在能力を再認識させる極めて意義のある事業である。」との評
価を受け、「第 1回ティフアニー財団賞 伝統文化振興賞」を受賞した。回り舞台は、原則
として三年に一度、舞台の組立てと地芝居の定期公演を行つている。
茨城大学と常陸大宮市が、地域連携協定を結んでからは、学生が、本公演のお手伝い

などをしていて、2013年は、舞台開きの企画を任されるなど、大学とも協力しながら、活
動を続けている。

私は、「西塩子の回り舞台Jま今後大しヽこ発展していくと考える。
現在、常陸大宮市では、「常陸大宮市まちづくリネットワーク」を中心に、市民のボラン
ティアが協力して、地域活性化を推し進めている。
「盛金WAC協議会」は、廃校になつた小学校を活用して、小中学生の合宿に利用しても
らつたり、地元でとれた作物を使つて、うどん作りや豆腐作りの教室を開いたりしてい
る。また、大人を対象にした草木染め教室など、たくさんの体験講座も行つている。
「フロイデDAN」は、2010年に結成されたグループである。地域の幸せ、人と人とのつな

がりを創り出すことを理念とし、駅前の空き店舗を改装して「コミュニティカフェ・バン
ホフ」をオープンさせ、地域の人の交流の場となつている。バンホフでは、通常のカフェ
の営業のほかに、晴歌口症サポーター養成講座」や「お話カフェ」を開いて、気軽に相談で
きる機会と場所を提供したり、晒 塩子の回り舞台」や他の市民活動のグループのイベン
トのチラシなどを置いて、常陸大宮市の情報発信の場所として機能したりしている。
「常陸大宮市まちづくリネットワーク」では、茨城大学の学生と市民が意見交換する機

会を設けて常陸大宮市の問題を確認し、まちづくりのシンポジウムや、ワークショップな
ども行つてきた。

茨大の学生たちは、「回り舞台」の舞台開きの際、地区の「敬老会Jに協力し、地元で育て
た野菜を使つて、来場される方たちにお料理を提供する企画をたてている。
私はこのように、高齢者と若者が意見を交わし、何かの形で関わることが常陸大宮市

の発展につながり、「回り舞台」の存続、発展などにもつながると考える。
また、「回り舞台」を発展させたい、自分の生きがいを見つけたい、というような、地域の

人々のニーズを学生が仲介し、たとえば「盛金WA嚇議会」「フロイデDAN」 などで活動
をしている方たちにつなぐこともできると思う。違う地域や世代の人の意見交換を促す
ことができれば、地域の新たな魅力や活気を生むことになると考える。

私は、今回の集中講義で初めて、「回り舞台」の製作に携わつた。はじめは、普通の、地域
のボランティアに参加するくらいの気持ちでいたが、現地で舞台の歴史を学び、噛 塩子
の回り舞台保存会」の活動や、組み立て作業を実際に見て、回り舞台を成功させるために
多くの人が関わつて、主体的に活動していることを知つて、自らも積極的にこの事業に関
わつていきたいと思うようになつた。回り舞台の組み立てを見学に来ていた地元のおば
あちゃんたちが、舞台の完成を楽しみにし、談笑されているいきいきとした姿を見られ
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たことも、そう思つた理由の1つである。

私は大学で、マルチイベント企画サークル「Fam‖ b」 に所属している。「Fam‖ bJは多くの

人やものと関わり、主体的に企画を考案。実行することで、その経験を自らが社会に出た

ときの糧にしようとするサークルだ。私は、このサークルが「常陸大宮市まちづくリネッ

トワークJに加われば、よりよいまちづくりができるのではないかと考えた。
このサークルが、常陸大宮市のボランティア団体と大学生との仲介役を果たせば、よ

り多くの学生を「回り舞台」の活動に引き込めるし、常陸大宮市に人の流れを生むことが

できる。

保存会の人たちからは、舞台の有効活用の方法を模索しているとうかがった。大学に

は音楽サークルや大道芸サークルなど、自分たちの活動の成果を、多くの人に見てほし
いと思つているサークルがたくさんある。イベント企画サークルの1人として、回り舞台
の発展のためにも、自らの成長のためにも、舞台を使つたイベントを企画し、回り舞台と

学生とのつながりを作ることで、今後の活動に関わつていきたいと思う。

レポート課題2「フロイデDANにみる地域活性化のかたち」 1年 S.C

私たちは今日「まちおこし」「○○市を元気に !」 などといつたフレーズをよく耳にす
る。地方分権化や少子高齢化、また、震災以降再確認されてきた故郷を大切にしようとい

う風潮もあいまってか、全国さまざまな地域で地方活性化に向けた動きがみられている
のである。

もちろん、茨城県常陸大宮市もその例外ではない。常陸大宮をさらに魅力的な所に

するため、多くの方々が多種多様な活動を通じて、まちを支えているのだ。今回はその

中から、「フロイデDAN」の活動に焦点を当て、常陸大宮の今後について考察していこ

うと思う。
「フロイデDAN」とは、常陸大宮市内の深刻な高齢化・人口の減少をうけ、平成22年に病

院勤務の方々によって発足された、地域活性化プロジェクトである。はじめはR訳前保健

室Jと いうかたちで誰もが気軽に受けられる認知症サポーター養成講座を開いていた

が、平成24年に駅前の元空き店舗を改修してつくられた、コミュニティ・カフェ「バンホ

フ」が今では活動の中心になつているという。バンホフでは、管理栄養士が考えたカフェ

メニューを誰でも利用しやすい価格設定で提供するほか、まちの住人のコミュニケー

ションのための場として貸切リサービスも行つている。市民の世代間交流を図るイベン

トを開催したり、常陸大宮全体で取り組んでいる「ふろしきタウン・ひたちおおみや」との

つながりから商品を常陸大宮の風呂敷で包装したりと、とにかく常陸大宮を元気にする

ためにさまざまな活動を行つているのだ。

医療・介護・福祉の視点から、まちづくりを考え、利用者である市民の方々だけでなく、

運営側の職員にとつてもリラックスできる場であるよう、活動が行われている。大切な

のは同じ目線で話すこと。人と人とのつながりを生み出す場を提供しつつ、まちのことを

もっと好きになつてもらえるような創意工夫がなされた活動を、「フロイデDANJはして

いるのだ。

今回、実際にバンホフの店舗を見学させていただき、また、「フロイデDAN」の団員の方

と直接お話をさせていただくなかで、私は今後のこの活動が常陸大宮市にとつて欠かせ

ない存在になつていくと感じた。それは、「フロイデDAN」の活動が、とことん地域の人々

のニーズに合わせたものであつたからだ。

たとえば、これからの20年で常陸大宮の超高齢化が進むことにあわせて認知症サポー

ター養成講座を開いていることや、商店街の衰退を食い止めるために風呂敷でまちの魅

力を直接アピールしていること。地域の課題に対し、まちの人々が直接関わるかたちで

活性化をねらう、この「フロイデDAN」の活動こそが理想的なまちづくりだといえるので

はないか、と私は感じた。

近年では日本の至るところで「まちおこし」なるものが行われているが、なかには地域

の人々と同じ目線で向き合おうとせず、お金や、外から来る観光客のことばかりが優先

で、肝心のまちの住民の意見が置き去りにされている例も少なくない。大勢のお客様を

まちに呼び込むため大型ショッピングモールを誘致して、そのために地元の商店街が衰

退しているようなことがあつては、それは地方活性化とは呼べないだろう。「フ回イデ

DAN」のいいところは、地域のもの、地域の人を大切にした上で、観光客を含む多くの人

を惹きつけるプロジェクトを継続的に行つているところだ。地元に住むお年寄り・主婦・

若者などが気軽に立ち寄れるだけでなく、駅前のおしゃれなカフェとしても魅力をもつ

バンホフは、これからの常陸大宮のまちづくりに大いに役立つものであるにちがいない。

そんな素晴らしい「フロイデDANJの今後の展開について私が期待したいのは、「認知

度を上げるJと いうことだ。班別のワークショップの時に、「フ回イデDAN」 の方から

「14～17時の間バンホフのお客様が少なくなつてしまう」というお話をうかがった。

カフェがオープンしてまだ2年目ではあるが、バンホフがこれからも継続的にコミュニ

ティ・カフェとして機能していくためには、まちのことを考えるのはもちろんだが、経営

面でもある程度の安定が求められる。お店のクオリティを落とさず、なおかつ、地域の問

題に寄り添つたプロジェクトを計画・実行していくためには、来客数を増やさなければな

らないのだ。よつて、来客数を増やすために、「フロイデDANJの活動を、より多くの人に

知つてもらうこと、バンホフというお店の認知度を上げることが大切である。

具体的には、県内に情報を発信するため、「いばキラⅣ」に、たびたび出演すること(過

去に出演したことがあったとうかがつた)や、バンホフのHPへのリンクを、茨城大学や

県、市のHPにつなげること、水郡線の電車の中や各駅にポスターを貼ることなどが考え

られる。また、もっとも有効なのは、人から人へロコミで宣伝がなされること。名物商品で

ある「バンホフプリンJを中心にリピーターを増やすことで、まずは地元の人たちから口
コミを広め、ゆくゆくは「常陸大宮の観光と合わせて、食べに行こうJという市外からのお

客様を取り込むことが、またさらに、地域活性化につながつていくはずだ。

私は、この集中講義を通して、バンホフという素敵なコミュニティ・カフェの存在を知
ることができてとてもよかったと思つている。そんな自分にまずできることといえば、再
び常陸大宮を訪れ、バンホフをはじめ、さまざまな、まちの施設に行つてみることだ。
今まで知らなかつた常陸大宮のまちづくり1動虫れてみて、自分も地域活1留 ヒの活動に携
わつてみたいと強く感じた。

まちを元気にする活動は、一年二年の短期間ですぐにできるものではない。活動を行
う方々はもちろん、そのまちに生きる人々、過去に訪れたことのある人々、さまざまな人
たちが継続的に関心をもち、常陸大宮を愛していくことが、さらにまちに活気を生み出し
ていくはずだ。高齢化したまちは、近隣のまちとも手をとりあいつつ、幅広い世代がその

状況を支えていけばよい。まちが活性化し、地元の人々が自分の生まれ育つた地方に愛
着をもって生活していけたら、きっと問題も乗り越えられると信じている。

レポート課題l rflが考える茨城県政最大の課題コ 1年  Fo N

私が考える茨城県政の最大の課題とは、首都圏に近いという好条件に位置しながら、
他県に印象深いアピールができるポイントを持つていないために、観光業に上手く活か
せていないというところだと思う。

私は福島県いわき市の出身だ。そのため、茨城県に近いところで育つてきたことから、

茨城県を身近な存在に感じてきた。しかし、茨城大学に進学し、他県に進学した友人に茨

城県のイメージを聞くと「特に何もない」と返されてしまい、茨城県の推しているものを

紹介しようとしても、私が今住んでいる水戸の名産品である納豆くらいしかすぐに浮か

んでこなかつた。さらに言えば、納豆が有名なだけでは他県からの観光客は集まらない。

そこで茨城県のことを地域から知っていこうと思い、今回の集中講義に参加した。そこ

では多くの発見があつた。

特に、今回注目して学んでいったのが常陸大宮市である。まず、私は今まで「常陸大宮」

という地名も知らなかつた。実際にその地へ行つて見学した今回の講義のメインの一つ

である「西塩子の回り舞台」は私が想像していたものよりはるかに大きく、立派なもの

だつた。昔ながらの作り方で、かつ、その道のプ回の職人ではなく、地域に住む人々が、そ

れぞれの意思と決断で造り上げる舞台であることが信じられなしヽまどに、存在感を放つ

ていた。

話を聞くと、組み立ての作業は、ホームページを利用して毎日発信されているという。

しかし、ホームページの欠点は、ある程度その情報を知つていないと、人々が検索して
「西塩子の回り舞台Jのホームページにたどり着くことができないということだ。

そこで、茨城県出身の人に「西塩子の回り舞台」について知つているかと尋ねたところ、

私が聞いた全員に知らないと返答されてしまつた。これだけ素晴らしい技術も話題性も

持つているにもかかわらず、茨城県民でさえも知らないというのは、明らかな情報発信

不足だ。

地域と県の連携がうまくいつておらず、せっかくのアピールポイントを無駄にしてい

る。常陸大宮のように、地域の高齢化が進んでしまつていると、コンピュータなどを使つ

た情報発信は難しくなつてしまう点もあるのではないかと考えられる。そういうケース

では、県がもつと「西塩子の回り舞台」を県内の注ロイベントの一つとして推し出せば、興

味を持つた若者が県内、あるいは県外からも集まり、地域の活性化、さらには茨城県のイ

メージアップにも間違いなくつながるだろう。

もう一つ、私たちが体験したのが「西の内紙」の和紙作りである。茨城県の美和や山方

は、全国でも数少ない、質のよい格の産地であるということも、今回の集中請義で初めて

知つた。そして、和紙の生産が盛んだったこの地で、今、専F別 こ紙漉きをされているのは

二軒にまで減少してしまったということも知つた。このままでは貴重な和紙作りの職人

の存在も、技術の存在も危ない。和紙といえ|よ 洋紙よりもざらざらしていて書道や障子

に使うイメージしか持つていなかつたが、小物や洋服などにまで、作り方次第で自由自

在に作れるという話を聞いて驚いた。手で少し力を加えればすぐに破れてしまうとばか

り思つていた和紙にそんな用途があることにも、それを可能にした技術も、本当にすご

いと感じた。私と同じような感想をもつた人が今回の集中請義を受講した学生の中にも

多くいるだろう。

このように、この「地域課題入門Jの集中講義を通して知ることのできた常陸大宮市だ

けでも、これだけインパクトのあるイベントと、全国に誇れる技術があるのだ。ただ、両方
に共通して言えるのが、県と地域の連携がうまくいっていないために、茨城県全体の観

光業に活かせていないということだ。

茨城県庁のホームページにアクセスする人は多いだろう。茨城県民だけでなく、県外か

らも多くの人がアクセスする。県のホームページから「西塩子の回り舞台」や「西の内紬
のホームページにリンクできるようにするだけでも、それらの認知度は一気に上がるだ

ろう。同時に、その地を訪れてみたいと考える人々が増え、交通費や食費などにお金をか

けることになれば、茨城県の財政にも少しずつ、貢献するはずである。

茨城県政の課題として、私があげた観光業のさらなるレベルアップを図るために、県

内の地域から、つまり、内側から見た茨城県の話をしてきたが、ここからは、日本全体から

見た茨城県の話をしたい。冒頭にも書いたが、茨城県は首都圏に近い地方として、観光す

るには大変好ましいところに位置している。しかし、茨城県は、縦に長いという点から。県

南に住む人と県JUこ住む人の間に意識の違いが生じているようだ。県南の人々は、茨城
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県よりも埼玉県や千葉県などを身近に感じやすく、茨城県民としての自覚が薄いように
思われる。そこで、県は県民に対して、茨城県民であるということを誇りに思つてもらえ
るようなことをしていく必要がある。

県民一人一人が茨城県の名産品を知り、他県に自慢できるようなところを知ってもら
うことで、変化できるのではないかと思うのだ。しかし、私が今回初めて晒 塩子の回り舞
台」の存在を知ったように、わたしたち若者がそのような、それぞれの地域で、一生懸命
に行つている行事を知らない、体験できていない理由の一つには、公共交通機関の不便
さがあるのではないか。

今回私たちが利用した水郡線は、電車が一時間に一本しか走っておらず、それを利用
しようとなると、かなり時間に縛られてしまうことになる。また、電車に乗る際に、Suにaを

使用することもできない。これらのことが重なると、自然と利用者も減少していく。特に
学生は、経済的な余裕がないため、高い交通費を払っていろいろなところに出かけるの
は、なかなかたいへんなのである。そこで、茨城県政で考えていかなければならないと思
うのは、公共交通機関の利便性である。値下げをするのは容易ではないということは理
解しているが、今のままでは何も変わらない。これからの茨城県を支えていく若者も、今
はまだ小さい子どもたちも、自分が住んでいる県の誇れるところを知らないまま成長し
てしまったら、大人になつた時、茨城県に残ることを選ばず、他県に移り住んでしまうと
いう人も出てくるだろう。だから、電車、バスの値下げの検討なども必要なのではないか
と考える。また、県民に茨城県のことを知ってもらう手段としては、道の駅や、」Rの駅な
どで活発にイベントなどを行い、各地域の印象を強めてもらうということもよいと思う。
そのためにもやはり、テレビ局はあつたほうがいいのではないだろうか。今回の集中講
義で「いばキラTV」を見学させていただいたが、インターネットテレビは、広い年齢層か
ら考えると浸透するのが難しいように思える。

茨城県には、他の地域にはない魅力がたくさんある。しかし、それを上手くアピールで
きていないのが問題だ。県民の意識を高め、縦に長い茨城県のそれぞれの地域の名産品
などの特徴を知ってもらい、他県からも多くの人が観光に訪れてくれるような茨城県を
つくつていくことが、これからの茨城県政の最大の課題であると、私は考える。

レポート課題 1「茨城県の医師不足」 1年 Ho S

今回の「地域課題入門Jの集中講義を終えて、あらためて茨城県の抱える問題につい

て考えることができました。この集中講義を踏まえて私が考えた茨城県政の最大の課題
は「医師の人員不適 だと考えました。

なぜ私が医師の人員不足が茨城県政の最大の課題だと考えたかというと、私は茨城
県の県西にある筑西市に住んでいますが、以前から自宅から病院が遠いと考えていまし
た。筑西市は面積と人口ともに茨城県でも低いほうではなく、その私が住んでいる筑西
市で病院が遠いと感じるのであるから、もっと田舎の場所では、もっとそのように感じて
いるのではないかと思つたからです。

そこで、都道府県別でみた人口10万人に対する医師の数の統計を調べてみたところ、
上位で見ると京都府が2729人 と最も多く、次いで徳島県が2701人、東京都が2655人と
いう結果になつており、下位でみると埼玉県が1355人 と最も少なく、次いで茨城県が
1467人、千葉県が1535人という結果でした。

茨城県は下から2番目で、最も多かつた京都府に医師数とは約18倍の差があり、医師
の数がとても少ない県であるということが分かりました。さらに京都府の面積は47都道

府県の中で31位、茨城県は24位と茨城県のほうが面積が大きいのに、医師数が京都府よ
り少ないことから、医師数が少ないがゆえに、自宅から病院までの通院距離が長くなつ

てしまい、私が通院が不便だと感じたことに納得がいきました。私は、茨城県の医師数が

少ないことには、財政面や教育面からいくつか原因があると思いました。

私が考えた原因の一つ目は、茨城県にある大学の医学部、または医療に関係する学部の

少なさです。

まず、茨城県には国立大学と私立大学を合わせて、茨城キリスト教大学、茨城県立医療
大学、茨城女子短期大学、茨城大学、筑波学院大学、筑波技術大学、つくば国際大学、つく
ば国際短期大学、筑波大学、常磐大学、常磐短期大学の計11大学があります。その中で医
学部や歯学部など医療に関係する学部がある大学は茨城キリスト教大学の看護学部、茨
城県立医療大学の保健医療学部、つくば国際大学の医療保健学部、筑波大学の医学部の

言招大学しかありませんでした。

私はこの結果を見て、茨城にたくさんの医師を増やすためには、茨城県にある大学が

医学に力を入れ、積極的に大学生が医師になれるような教育を施すことだと考えました。
他県にある大学の医学部卒業生が茨城県の医師になるのは、やはり財政面や通勤面など
様々な問題があり難しいと思います。だからこそ茨城県に精通していて、高度な技術を

培つた茨城県の医学部の大学生を育てるために、茨城大学をはじめとする茨城県内の大
学が医学に力を入れることが茨城の医師を増やすことにつながると私は考えました。
私が考えた原因の二つ目は、茨城県の予算も含めた財政の悪化だと思いました。

平成23年度と平成17年度の予算案の内訳をグラフで確認してみたところ、県税は23年

度が3′066億円、17年度が3′ 179億円で、地方交付税は23年度が1′ 767億円、17年度が1′ 820

億円で、国庫支出金は23年度が1′084年度が1′0"億円、17年度が1′ 397億円で、県債は23

年度が1′ 535億円、17年度が1′ 2つ億円という比較結果になりました。この結果から、県の

歳入の全種類が過去のデータと比べて減つていて、さらに県の借金である県債だけは
増えています。

今、日本は不況の中で国できえもまともな対策を打てていない状況の中で、地方自治

体や私たち民間ができることには限りがあります。しかしこのままでは、医療に使えるお
金が増えず、医療技術の発達や医師不足などの問題が解決されず、私たち茨城県民の医
療に関する不便さは解決されません。茨城県の財政の悪化を改善するために、私は、自分
たちにできることは政治家に不況について真剣な意見や具体的な解決案を求めたり、茨
城県の議会選挙で県民全員が本当に信頼できる議員を選んだりする、そのような草の
根の活動が大切になってくると考えました。

また、茨城大学であれば学生が主体となって茨城県の財政を考える自主ゼミなどをつ
くり、そこで生徒同士が話し合つた具体案や解決策などを茨城県庁に提出したり、茨城
県庁の役員の方々を大学にお呼びして茨城県の財政問題に関する講義を頂いたりする
ことのよつて生徒の関心を高めたりするなど、私たち学生ができることもたくさんある
と私は考えました。そして、財政がよくなれば医療関係に使えるお金が増えて、高い技術
知識を培つた医師がたくさん育ち、茨城県の医療制度がよくなると私は考えました。
三つ目の原因は、二つ目の原因と似ていますが、茨城県の施設への投資の仕方に問題

があると思いました。

茨城県には茨城空港やつくばエクスプレス、茨城港や鹿島港など、私が知る中でもさ
まざまな大型公共事業があります。そこでどれくらいの額が事業投資に使われているの
かを調べてみると、すでに3′4∞億円もの金額が事業投資に使われていることがわかり
ました。また、その大型公共事業の中でも未だに完成しておらず、工事中の物もあること
が分かりました。

このことから私は、本来議会は提出された予算の議案を私たち県民の立場から確認
し、実行していくべきなのに、その役目を行使できていないと感じました。私は、確かに大
型公共事業に力をいれ、茨城県を活気づかせようとするのには賛成ですが、2年半前にお
きた東日本大震災を受けて、まず医療関係や福祉関係に力を入れ、医師の確保や医療施
設の強化や増築に力をいれるべきなのに、大型公共事業に多額の投資をするのは間違っ
ているのではないかと思いました。だからこそ二つ目の原因でも述べましたが、私たち茨
城県民が真癸‖こ茨城県議会の議員を選ぶとともに、選ばれた議員たちは、たとえ事業に
投資したとしても、その詳細を私たち茨城県民に説明するべきだと私は考えました。
以上のように述べてきましたが、現在、茨城県では、全国的に見ても圧倒的に医師の数

が少なく、私たち茨城県民は通院などでとても不便を強いられています。だからこそ、茨
城県議会の議員や役員たちは県民が本当に必要としていることを考えたり調査したり
する。そして私たち茨城県民は自分たちの主張や声を小さくてもいいから届くような努
力をして、議会と県民が一体となることが医師の確保、ましてや医療提供体制の構築や
医療を提供する施設の強化につながっていくと私は考え、そうしていくことが茨城県の
最大の県政だと考えました。

レポート課題2「盛金WA嘲議会の可能性コ 1年  1.S

*活動概要

「盛金WAC協議会」の「WAC」 とは、「Work camp Adventure educajon Cty andち cJ
change」 の略である。平成15年 3月 に山方町立盛金小学校が閉校になつた。その翌年の10

月、「盛金WAC協議会」の活動がスタートした。

現在、「盛金WACta議会」の活動は、四季折々のものとなつている。春にはハイキングの
計画を立て、夏には子ども会や青少年育成のキャンプの受け入れをしたり、うどん作り
や草木染、キャンプファイヤーをしたり、秋にはさまざまなものを収穫する「収穫祭」を
し、冬には豆腐作りなどをしている。

これらの活動は、地元住民をはじめ、県内外を問わず参加を募つている。また、平成23

年12月 には、学校カフェ「まんま」をオープンした。「まんま」では、地元の食材を使つたメ
ニューを提供している。最近では、「まんま」での大人向けの体験講座が人気のようだ。そ
して、今年は晒 塩子の回り舞台」が行われるということで、そちらの手伝いもしている。
今年で10年目になつた「盛金WAC協議会」は、現在15人のメンバーで活動している。10

年目ということで、発足当時20歳だつた人が現在は30歳になり、子育てなどをしている
といつた理由で、10年前と同じような活動が難しいという問題に直面している。

*私が考える今後の展開の可育旨性

キャンプをする際に、普通の宿泊施設ならば自分たちでただキャンプをして、施設に

宿泊するだけであろう。しかし、「盛金WAC協議会」にキャンプの依頼をすれば、楽しい企
画を立ててもらうことができ、更に、宿泊するのは廃校なので、よリキャンプらしさを感
じることができる。そのように考えると、「盛金WAC協議会」に依頼するキャンプの方が、
メリットが大きいことは明白であるように思う。
このメリットを、チラシや、今、流行のツイッター、ライン等で宣伝できれば、キャンプ

参加者が増えていくと思う。また、キャンプだけでなく、さまざまなイベントを開催する
ことを利用し、キャンプ参加者に各イベントの案内を随時知らせていくことができれば、
イベント参加者も増加するかもしれない。

それに加えて、常陸大宮の伝統的なものや自然等を利用したツアーを開催してはどう
だろうか。都会暮らしの人々の中には、田舎に憧れを持つ人も少なくなしヽまずである。そ
れらの人々を対象としたツアーを開催することで、より多くの人々に、「盛金WAC協議
会Jの活動に興味を持つてもらうことができるのではないか。
その他に、活動の長期化に伴つて生じるメンバーの年齢の問題では、若者のボラン

ティアを募るのが良いと思う。私が所属しているサークルでは、夏に子どもを対象に
キャンプを行う。そのキャンプに参加した人の中で、キャンプが楽しかつたので、今度は





2年次「地域課題特論 IA」
2年次後期「地域課題特論 IA」は、茨城県にご協力いただく「連携

講座」として、今年度、はじめて開講されました。

特色としては、以下の点があげられます。

授業全体を、茨城県に、全面的にバックアップいただき、県の職員

の方たちに、企画、授業運営、講師をつとめていただきました。

茨城県の地域特性をふまえて、「産業振興・科学技術」「イメージ

アップ」「県北地域の活性化」という3つのテーマを設定していただ

き、概論。各論。現地視察・学生の意見交換・課題発表という組み立て

で行いました。

県で実務を担当されている若手。中堅の職員の方たちと、学生た

「地域課題特論 :A」授業スケジュール

ちが、いつしょに講義や現地視察、意見交換を行い、受講学生たち

は大いに刺激と啓発を受けました。

本授業のまとめとして、北茨城市楊枝方地区の現地視察後、学生

たちは、6つの班それぞれに、「楊枝方地区の活性化」案をまとめ、パ

ワーポイントを使つて、発表を行いました。

各班からの提案は、以下のようなものでした。(P7～P9)

発表後、県と北茨城市の職員、茨大教員、そして学生たちから、質

問やコメントが出され、意見交換を行いました。出席者による挙手

投票では、C班が最も票を集めましたが、どの班の提案も、それぞ

れに、発展の可能性を持つているという評価もいただきました。

10/2(水) ガイダンス

10/9(水) 茨城県と茨城県庁について

10/23(水) 概論 茨城県の特性と将来像

10/30(水 ) 県事業の事例紹介① (産業振興・科学技術)

11/13(水) 県事業の事例紹介② (イ メージアップ)

11/16(土 )現 地視察①・②茨城港常陸那珂港区・茨城空港・農業生産現場 (行方市)

11/20(水 ) 学生との意見交換① (産業振興0科学技術)

11/27(水) 学生との意見交換② (イ メージアップ)

12/4(水) 県事業の事例紹介③ (県北地域等の地域活性化)

12/14(土 )現 地視察○ 北茨城市 (楊枝方)

1/15(水) 学生アイデアプレゼン(楊枝方地区の活性化)

1/22(水) 学生との意見交換

1/29(水) まとめ
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都会の小学生を田舎へ ～サマーキャンプ～

A班  サ|ほ口。菅澤。小野瀬・柴田・山賀

キ…コンセフト

都会の子供たちを対象にした、2泊 3日のサマーキャンプ(小学生の夏休み)都会で

はできないような体験、ここ0ヒ茨城、冨士ケ丘)で しかできないような体験「また行

きたいJと 思つてもらえるような動機作り

日程

1日 目の朝はバスで東京駅から冨士ケ丘小学校へ。道中では茨城弁または北茨城弁

講座を行う。また、昼食はチャーターしたバス内で各自とることになる。昼ごろに冨

士ケ丘小学校着し、岡倉天心を 題材にした演劇の練習を行う。練習には茨大演劇

サークルなどの演劇集団も協力し、地元の人や記念館の職員に脚本を担当していた

だく。その後、木工工作などのクラフト活動を行う(材料は、あらか じめ学生ボラン

ティアで用意)。 夕食はグラウンドにて、地元の方のご協力を得た飯ごう炊飯とあん

こう鍋などの地元の食材を使つた料理。1日 目の締めは花火と屋上での天体観測。宿

泊は、2泊とも教室内(改装や整備が必要L
2日 目は地元料理の朝食後、バスで楊枝方地区へ行き自然探索を行う。昼頃にバスで

学校まで戻り、地元の海産物や野菜などでバーベキュー。その後、夜の演濠」本番に向

けて練習を行う。本番はボランティアや大工さんが作つた野外特設ステージで行

い、地元の方々へ披露。いばキラ■/などでも取り扱うなどメディアの力を入れる。

その後キャンプフアイヤーを行い、地元の食材を使つた夕食後、肝試しを行う。肝試

しは地域色を出すこととあきがこないように塩の道や炭鉱、楊枝方近辺の逸話を元

にいくつかのパターンが必要。

3日 目。地元の食材の炊き出しで朝食後、グラウンドに植樹を行う。これの肝は自分

の名前をつけ られることと年単位で成長を見に来られること。その次は学生ボラン

ティアがこの3日間で撮っておいた写真を用いた写真コラージュ。教室に貼ってお

くことによりまた来たときに見られるようになつている。昼になつたらバスで「天心

の湯Jへ。この温泉は現在閉鎖されているので、交渉しだいでは格安で入れるように

できるかもしれない。入浴後、昼食を食ベバスで東京駅へ行き、解散となる。

長期的な計画

施設を自分たちで作つていくことで、一度来ただけで終わりにくくなる。例えば、某

DASH村の ように開拓していつたり、来るたびに少しずつ便利になるように炭焼き

や井戸などを作つたり、畑を耕してつくつた野菜を次回使つたりすることで達成感

を感じてもらう。これにより都会の子供たちが「サマーキャンプをやるならここJと

いう意識をつくつていく。

課題

学校や温泉の賃貸料や、塩の道や炭鉱、山など各地の整備費のほかに、参加費や、学

生ボランティアの確保や地元の方への人件費が問題となる。費用の削減は活動の幅

を狭めることになるが、参加費を多くしてしまうと来る人が減つてしまう。程よいバ

ランスにするように議論の必要がある。

ご.む 賛
=営

秒 、月ご

北茨城の活性化 アスレチック計画案

B班 雨堤。太田。高橋・清野・平岡

なぜアスレチック7

広く残つている土地、豊かな自然の利用

⇒主に小さい子供のいる家族を誘う。安

全性にも気を配 り、アスレチックで遊ん

だ子どもがいずれわが子を連れ てくる

というサイクルを作り出す。

写真 :―宮地域文化広場

/子どもが親に

t3'
彗ア蝙し撃9,:Lば遊びに行く感覚で

'′

色鳥i嵐 :な、  /´  、
1 つた時、楊校      /禍校方地区で

W蝙盟籠灘tじバ9'
けの施設と差別化を図り、北茨城だけの

魅力にできる。                    海が近tヽ→
餃鰊嬌

・さまざまな北茨城市の魅力をアスレ

チックにプラスすることで他のアスレ

チック施設と差別化できる。例えば、鮫      楊 枝 方  ′

理賭00:抵耽記設2[]掛臨1のアス 11獣ギ
を活かして天然のプラネタリウムとして  _  レチック ｀_■
運用することもできるのではないだろう

か。(その場合、軽食をとったり夜まで待

てるような休憩所をつくる)            .  ■
・小さな子どもだけでなく、年上の兄弟や

親、学生にも遊びに来てもらうことを考

えて難易度の高いコースも用意する。→より幅広い世代・より多くの人が楊枝方地区

を訪れる
。アスレチックの運営に関して、大学生をアルバイトとして雇用する。→若い世代が

楊枝方地区に関心を持つ機会を作り、積極的に関わりをもてるようにする。

計画の不安要素
。子どもだけで先走つてしまい、迷子になるのでは ?→迷子になつた際、どこにいて

も親と合流できるような目印を作つたり、アスレチックの形状を迷いにくい形 (一本

道、円形など)に作る。(工夫すれば北茨城市のマークの形にできるのでは ・̈7)

宣伝方法

・父親世代の目につくように、電車のつり広告や駅の広告で宣伝→週末に家族で出か

ける際の選択肢に。

・完成間近の様子をいばキラⅣやNHKで取り上げてもらい、注目を集めておく→県内

の認知度を上げてから、ロコミや親戚の紹介などで全国へ。

・遠足の候補地として学校に紹介する→子どもから親へ伝わる。
・大学生協での案内ポスターによる宣伝→学生向けc

発表時の質問や指摘

Qどのくらいのサイズ・規模のアスレチックを作るのか ?

⇒楊枝方地区の円形の地形を活かして、集落の形にそつて複数のアスレチックを

設置する。

指摘;家族で出かけるときに、行き先を決めるのは父親ではなく母親である場合も多

いので、父親に向けた宣伝だけでは不十分なのでは ?

⇒母親にも認知してもらえるような宣伝方法を考える必要がある。



北茨城市楊枝方地区の活性化

C班 福島・井上。浦井・山田。両角・溝江

地域課題特論という授業を通し、また実際に楊枝方地区へ訪れてみて、私達は様々

な知識を得ることができました。特に楊枝方地区への訪間では、楊枝方地区の様々

な良い点と悪い点を見つけ出すことができました。その発見から、楊枝方地区がこれ

から発展し、活性化していける為に様々な案を出しました。その中から特に5つの案
を紹介したいと思います。

1大運動会

富士ヶ丘地区で今まで行われて来た運動会のバージョンアップ版を行うというプ

ランです。富士ヶ丘地区で廃校になる小学校の校庭を利用して、有効活用します。目

的は、交流しながら地区の人々が運動することによつて体力の向上を図るもので、

ターゲットについては同じように過疎化で悩んでいる地域や、つくばな どの県南地

域、地区外の親子、大学生で、運動を通して現地の方とのコミュニケ ーションを図

り、ついでに市内を観光してもらいます。そのことによつて地区の 良さを知つても

らったり、また違う季節にリピーターとして来てもらつたり、別の視点から地区を見

てもらえるので新たな地域活性化のヒントを得ることができるといつたメリットが

あります。

また、大人数で競技を行うことによって普段大人数でできるスポーツができない子

供たちが、皆で行うスポーツを経験できるという良い機会になります。
2親子向け通年ツアー

ただ子供を呼ぶだけでなく、保護者となる親も巻き込むことでさらに情報が広 がつ

ていくのではないかと考えたのがこの1年を通して行われるツアープランで す。通

年で参加した人だけを対象に景品を渡すことにより、何度も足を運んでもらう事が

できます。ターゲットを決め、そのターゲット層に合わせてプランを考 え直すことも

できます。

春 =里山ウォーキング (ウ ォークラリー )←塩の道を整備してもらう

夏 =キャンプフアイヤー、バーベキュー、ホタル観察←親がいるので火も安全に使える

秋 =棒きさら、彼岸花、アンコウ←名物が盛りだくさん

冬 =雪遊び、天体観測←30 cm程積もるらしいので

メリット

・何度も足を運んでもらうため、楊枝方地区のことをより深く知ってもらえる、好き

になつてもらえます。

・四季折々の魅力を感じてもらえます。

・参加者が日常を忘れて楽しめる場となれるため、訪れたいと思わせるこ

とができます。

3ハイタッチキャンヘーン～日本のブータンは北茨城市場枝方地区～

会えば、必ず挨拶をする人情味あふれる楊枝方地区。さらなる楊枝方地区活性化の

ために会つた瞬間「ハイタツチ‖」するのはどうでしょうか。今の世の中、人間関係、近

所関係が希薄になつているとされています。そのような現代社会だからこそ、今の

人間関係を見直す必要があるのではないかと考え、このプランが

生まれました。楊枝方地区の住民だけではなく、観光客の方にもすかさず「ハイタッ

チ!」

観光客の方を大事にする楊枝方を目指します。ハイタッチ効果でさらに人情味あふ

れる楊枝方にし、絆を大事にしていきます。

最終的には「日本のブータンはJヒ茨城市にあつたのか…・Jと いわれるように、日本の

幸福度ナンバーワン地区を目指します。

4楊枝方あつたかふれあい写真館

使われていない民家や小学校などを利用して住民や観光客が交流できる場を作 る

というプランです。村の風景や住民の写真なども展示します。また、ハイタッチキャ

ンペーンで訪れた観光客と写真を撮つて展示することで交流が図れると同時に写

真館の知名度もアップすることでしょう。暇なときに住民が気軽に立ち寄れるよう

な交流場所ができれば理想です。

5枝方地区のホームヘージ作成

楊枝方地区独自のホームページを作成し、運動会やツアーなどの情報を発信すると

いうプランです。また、写真館にある写真(楊枝方地区の風景の写真、住民 の方の笑

顔の写真、観光客と一緒に撮つた写真)も アップする事もできます。作 成と更新は、

高齢者の多い住民の方だけでは難しいと思うので、大学生が協力し、できた HPは

北茨城市の HPに リンクしてもらい、多くの人の目に留まるようにすると閲覧数の

増加が期待できると思います。

楊枝方地区の活性化

D班 石井・岡田・神永・易計毎。関沢

揚枝方地区の視察をして感じた点
・山の中腹にあるため、四方が木に囲まれており、自然豊かであり、かつ景観が良い。・

猪や蛍など、都会などでは見られない生物がいるらしい。・出会つた地区の人たちは

皆さん社交的で、なんとなく温かみを感じる。・広い庭や立派な家(古風)があり、経済
的には安定しているのでは?

楊枝方地区の課題

・山の中腹にあるため、簡単に訪れられない。
・四方が木で囲まれており、日射時間が短い。
・若い方が中学二年生の女の子一人のみ。
・近くにスーバーなどの店が設置されていない。など…・

考察

資料を見る限り、楊枝方地区の人口の減少は明らかであり、また、現地視察をしてみ

たところ、自然の豊かさの反面、交通面・生活面での不便さを感じた。そのため、これ

から人 口の増加。若年層を取り込む事は、ほぼ不可能であろう。そのため、ある特定

(対象)の方達が訪れたくなる様な方法が適切だと考える。また、何か新 しいものを取
り入れるのではなく、楊枝方地区にあるものを最大限に活用して町おこしができる
ことを目指すべきである。

活性化策

そこで、用いるのが楊枝方地区の豊かな自然である。特に、景観の良さと、楊枝方地

区に生息しているという「ホタルJと「イノシシJを利用してみようと考える。まず対

象は、普段自然との触れ合いが少ない都会で暮らす人 ・々子ども。そして、美しい 自

然、また周りが静かなのでゆっくりと鑑賞・撮影も出来ることを売りにして、カメラ

マ ンの訪れを考える。

しかし、問題となるのが「ホタルJな どは他の場所にも多くあることである。そこで考

えたのは、この自然を事業として用いて、特別化していく方法である。

ホタルを用いた事業
・愛媛県双海町の夕日を用いた事業を参考に、「ホタルのモニュメントJ「ホタルの

ミュージアム」などを作り、地区のシンボルとする。また、実際にホタル観賞を行う。

豊かな自然の中で見るホタルは美しく、子どもたちの思い出になるのではないか。

イノシシを用いた事業

・現地視察の際、猪狩りをしている方々がいらつしゃつた。イノシシによる農作物の

被害 があるそうだが、逆にこのイノシシを用いた事業をしてみてはどうだろうか。

(例 )イ ノシシのレース、闘猪、ウリボーとの触れ合い広場など…・

まとめ

この様に、楊枝方地区にいる動物を用いた事業をすることで、地区のPRにもなる。ま

た、この事業を成功させるには、地区の人々の協力・自然との共存が不可欠である。地

区の人々が皆で自然を守りつつ、それを事業化することで、グリーンツーリズムが

可能となる。

確かに、このようなPRのみでこの地区の活性化がうまくいくとは思わない。しかし、

実行までとはいかなくても、このような取り組み自体を考えていくことこそ地域活

性化への第 1歩となるのではないか。

今回の経験を、これからの地域研究に生かしていきたいと思う。

針
゛|
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楊枝方地区の活性化

EI虹 星野・後藤・高柳・樋田。木内

｀`
1、こ

 `   ｀́  :  
イ

ミ`、、
″_大

,‐ .十■■■■づ千 ●久  ィ「
´

二́二・し
'′

＼(｀
｀
ヽ

ゝ
                                       :::4

行方市に
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北茨城市楊枝方地区の活性化

F班 松永・西内・高橋・石渡。中澤・佐藤

今回私たちは、北茨城市場枝方地区の活性化に取り組み、講義、現地視察を通し

て、実際に北茨城市、楊枝方地区の活性化のための案をいくつか考えました。

私たちは案を考えるうえで、まず北茨城市、楊枝方地区の現状と課題について整理

しま した。

市の職員の方の話や私たちが実際に訪れてみて、北茨城市、楊枝方地区の現状は、

過疎化が非常に進行しており、少子高齢化の傾向が非常に強い地域であると考えま

した。それ に伴い学校の統廃合も進んでいます。

北茨城市、楊枝方地区の今後取り組まないといけない課題としては、市内の人口の減

少、震災による風評被害、地域外への広報力不足を考えました。これらの課題を考え

たうえで思つたことは、外部に対するアプローチ、外部からの呼び込みが重要という

ことです。

上で外部に対するアプローチ、外部からの呼び込みが重要だと述べましたが、外部

からの呼び込みをするうえで、内部的な活性化のさらなる努力も必要だと感じまし

た。そのため、私たちの班では、北茨城市、楊枝方地区の活性化を内部的な活性化と

外部的な活性化 に分けて、それぞれの活性化の案を考えました。

最初に、北茨城市、楊枝方地区の内部的な活性化のための案ですが、楊枝方地区は

住民 間の関係が非常に強いということなので、それを今後も維持、さらにはもっと

強い関係を築いてもらい、住民の満足度を高めるとともに、地域活性化に向けて団

結していくことを第一に考えました。住民同士の関係を強めるとともに、外部的な活

性化、観光にもつながる案として民宿の共同運営などを考えました。

次に外部的な活性化の案ですが、まず上でも述べた民宿により、住民との仮家族の

ような体験をしてもらい、土地や人を知り、愛着を持つてもらい、移住を考える人を

増やそうと考えました。また、市民農園(ク ラインガルテン)に より、耕作放棄地を有

効活用し、北茨城楊枝方地区への移住を進める案も考えました。問題点としては、イ

ノシシの被害軽減が必要であることと全国に数多く存在する市民農園との差別化

があると考えました。差別化の1つの案として、海にも近いという立地を生かし、漁業

の体験などを組み込んだ、農業 と漁業の連携による市民農園(ク ラインガルテン)挙

げたいと思います。また、第一次産業の訓練講座を開き、第一次産業の1日体験、専門

講座により、第一次産業に興味を持つてもらい、上の市民農園(ク ラインガルテン)の

利用増加にもつなげていこうと考えます。

楊枝方地区の活性化とずれてしまうが、北茨城市全体の現在の状態の改善しても

らいたいものとして、観光地としての受け入れ態勢の整備を考えました。あるメン

バーが実際に北茨城市に訪れた際、バスの少なさに驚き、都合のいい時間のバスが

なかつたため、駅から美術館、六角堂といった観光地を歩いて回つたという話をして

いました。これを聞きその他のメンバーは非常に驚きました。費用対効果といつた問

題もあると思うが、この現状 は今後観光、地域活性化において、改善すべきと考えま

した。

最後に、外部的な活性化案の1つとして、私たちでパッケージプランを考えました。

テーマは自然観光と美術としました。初日は、五浦周辺の海辺、楊枝方の自然、夏の

場合は夜の蛍などを楽しんでもらいます。1泊 してもらい、2日 目以降は六角堂、美

術館などの岡倉天心シリーズを回り、お昼は古民家レストランで楽しんでもらいま

す。ツアー全体として、楊枝方、五浦など北茨城市を知つてもらい、興味を持つても

らうことを目標としました。

―
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北ま域ツアー

場枝方地区に

人を呼び込むためには?
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一泊してもらい、二日日以降は六角堂
や美衛曽で岡會天心シリーズを回つた
り、古民京レストランに行つてもらつ
たりし、ツアー全俸を通して北茨城を
知ってもらえるような計口にする。
日倉天′いと美術、北茨城の自然などツ
アーにキーフードを考える.

自然観光、美衛

テーマにツアー

を糧む

間辺の海辺等景色を楽
しえでもらう

その際場崚方地区にも観光
に来てもらう。夏なら蛍も

・ゲー トボール 農業ができる場所
釣助1 ゴルフ場 お散歩コース

茨城県内の医療従事者を優先的
に採用

・施設利用者の介護を手厚 く
。介護老人施設 としての利用も可能

あんちゃん  こうちゃん
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茨城県から
単位認定のある長期講座を受け持つという責任感から気合いを入

れて準備に臨みました。白紙の状態から講義内容を協議したこともあ
り、約半年の準備期間を要しました。なるべく教室を飛び出し、地域を
肌で感じる機会を多く設けたつもりです。多くの受講生からは、「日常
生活の中でも地域の課題に目が向くようになった」という声が聞かれ
ましたが、今回の講座によって、日頃から自分の周りにある問題を発見
できる目と地域への好奇いを養つていただけたとしたら幸いです。県
としても、職員のスキルアップにつながる機会を与えていただいた大
学に感謝しています。北茨城市では、学生のアイデアをふまえた地域
活陛化策を取りまとめており、地域と大学の連携が一過性で終らない
ことに期待が膨らみます。改めて、地域は若者の発想力と行動力を求
めており、大学。学生は地域のために役立ちたいと思つていることがわ
かりました。来年度は、より具体的なテーマを選定することで、若者の

大胆な発想を引き出しやすくするとともに、地域との新たな出会いを

創出する講座にしたいと考えています。

大学から
本授業は、担当してくださった茨城県の職員のみなさま、現地視

察先のみなさまのお力、ご協力のおかげで、たいへん充実した内容
の授業となりました。また、「地域課題の総合的探求プログラム」の1

期生となる2年生たちは、それぞれに意欲的、個性的で、各班のチー

ムワークもよく、彼らの積極性によって、授業は順調に進みました。

お世話になりました以下のみなさま、また、そのほか、本授業にご支

援、ご協力くださった、たくさんの方たちに、あらためて、感謝いた

します。

茨城県 企画部企画課

知事公室広報広聴課

企画部地域計画課

企画部空港対策課

商工労働部観光物産課

農林水産部農業政策課

土木部港湾課

現地視察先

茨城港常陸那珂港区 (株)茨城ポー トオーソリティ

茨城空港

農業生産現場 行方市農業振興センター

JAなめがた麻生営農センター

北茨城市企画政策課、農林水産課

北茨城市冨士ヶ丘楊枝方地区のみなさま

学生たちは、2014年度には3年生になり、前期に「地域課題特論‖

A」を受講します。NPOや市民団体等で活動されている市民の方

たちに講師になつていただき、実際に地域の現場に出て、活動に参

加していく予定です。その後、学生たちは、自分たちの発見した地域

の課題に、自分たちの力で取り組んでいくことになります。

2014年度には、1年生から3年生まで、学生たちの層も厚くなりま

す。みなさまには、引き続き、本プログラムの学生たちをご指導、激

励いただけますよう、お願いいたします。

本授業は、以下のメディア等に、紹介0掲載いただきました

10月 28日  茨城新聞
12月 14日 NHK水 戸放送局「ニュースワイ ド茨城」
12月 16日 東京新聞 「いばらき ひと 物語」
2月 5日  週刊『茨城朝日』
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地域課題の総合的探求プログラム

担当教員

茨城大学人文学部 井上拓也 西野由希子 念和 小原規宏

2014年3月 31日発行 茨城大学人文学部
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